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ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ

た
白
書
、
年
鑑
、
報
告
書
、
広
報
誌
、
雑
誌

論
文
等
、
約
四
十
三
万
点
の
電
子
書
籍
・
電

子
雑
誌
も
収
録
し
て
い
ま
す
。

○
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
で
の

利
活
用

　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
、
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ

ス
の
有
力
な
ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例
を
蓄

○
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容

　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
〈h

ttp://dl.n
dl.g
o.jp/

〉
で
は
、
国
立
国

会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
等
の
所
蔵
資
料
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
資
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
条
件
に
従

い
、
次
の
三
つ
の
公
開
範
囲
で
提
供
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
長

　
Ｎ
Ｄ
Ｌ
が
所
蔵
す
る
図
書
、
雑
誌
、
博
士

論
文
、
官
報
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
利
用

で
き
ま
す
。
写
真
の
よ
う
に
、
京
都
府
に
関

す
る
資
料
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

市
町
村
立
図
書
館
で
の

「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
利
活
用

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
　
鳥
澤
　
孝
之

　
雑
誌
は
主
に
平
成
十
二
年
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
資
料
を
収
録
し
、
記
事
の
タ
イ
ト
ル
か

ら
も
検
索
で
き
ま
す
。
戦
後
の
雑
誌
の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
は
、
カ
ラ
ー
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

（
約
五
十
三
万
点
）

　 

　
著
作
権
等
権
利
状
況
に
問
題
が
な
い

こ
と
が
確
認
で
き
た
も
の
。

②
図
書
館
送
信
資
料
（
約
百
四
十
九
万
点
）

　 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
い
な
い

資
料
の
う
ち
、
絶
版
等
で
市
場
で
の
入

手
が
困
難
な
資
料
。「
図
書
館
向
け
デ
ジ

タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
」（
図
書
館

送
信
）
に
参
加
し
て
い
る
図
書
館
で
利

用
（
閲
覧
の
み
又
は
閲
覧
・
複
写
）
可
能
。

③
国
立
国
会
図
書
館
内
限
定

（
約
六
十
四
万
点
）

　 

　
上
記
に
当
て
は
ま
ら
な
い
資
料
。
Ｎ

Ｄ
Ｌ
（
東
京
本
館
・
関
西
館
・
国
際
子

ど
も
図
書
館
）
の
施
設
内
で
の
み
利
用

（
閲
覧
・
複
写
）
可
能
。

Ｎｏ．97
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京都府図書館等連絡協議会

　事務局
　京都市左京区岡崎成勝寺町
　　　　　　京都府立図書館内
　　　　TEL（075）762-4655

＜目次＞
１面
・市町村立図書館での「国立国会図書

館デジタルコレクション」の利活用
（国立国会図書館関西館）

２～３面
・京都府立京都学・歴彩館が
　グランドオープンしました

（京都府立京都学・歴彩館）
・図書館でのＳＮＳの利用

（府立図書館）

４面
・京都府図書館等連絡協議会事業
・研修予定

小林忠治郎『京都名勝』（小林写真製版所 1907年）
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/765631

No. 質　　　　　問 回答作成のために活用した主な資料

１

第３代京都府知事北垣国道氏の
長男の北垣確の写真を見たい。
登録番号：1000184328

恒次夏三郎編『御大礼記念写真帖 第
１巻』大典記念出版協会（1916年）
東洋新報社編『大正人名辞典 ３版』
東洋新報社（1917年）＊

２

俳優・大河内伝次郎の京都・嵐
山の別荘について、建築や文化
財関連の情報がほしい。
登録番号：1000217252

中村昌生「近代の数寄屋（52）大河内
山荘」『新住宅』39巻441号（1984年２
月）67－72頁
中村昌生「近代の数寄屋（53）大河内
山荘」『新住宅』39巻442号（1984年３
月）67－72頁

（注 ）表内の資料は全て「図書館向けデジタル化資料送信サービス」の参加館で閲覧できま
す。＊印の資料は、インターネットでも閲覧できます。「質問」に記載されている「登録
番号」は、「レファレンス協同データベース」の「レファレンス事例」のものです。
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積
し
た
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」〈h

ttps://crd
.n
d
l.g
o.jp/referen

ce/

〉

に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
資
料
を
紹
介
し
た
事
例

が
多
数
あ
り
ま
す
（
前
頁
表
参
照
）。

　
ま
た
、「
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
（
都

道
府
県
ご
と
）」〈h

ttp
://d
l.n
d
l.g
o
.jp
/ja/

lo
cal_h

isto
ry
.h
tm
l

〉
の
ペ
ー
ジ
を
利
用

す
れ
ば
、
京
都
府
を
始
め
、
全
国
各
地
の
郷

土
資
料
等
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
を
ワ
ン
ク

リ
ッ
ク
で
検
索
で
き
ま
す
。

　
目
次
情
報
も
検
索
で
き
る
た
め
、
一
般
的

な
書
誌
デ
ー
タ
で
は
探
せ
な
か
っ
た
資
料
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
御
報
告
も

多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
「
図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料

送
信
サ
ー
ビ
ス
」
へ
の
参
加
方
法

　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
図
書
館
送
信
資
料
を
各
図
書
館
で
利

用
す
る
に
は
、「
図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
」
の
参
加
館
に
な
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
七
月

一
日
現
在
、
全
国
各
地
か
ら
八
百
二
十
館

が
参
加
し
て
い
ま
す
。「
図
書
館
向
け
デ
ジ

タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
参
加
館
一
覧
」 

〈h
ttp://d

l.n
d
l.g
o.jp/ja/sosh

in
_lib
rary
 

list.h
tm
l

〉
の
と
お
り
、
都
道
府
県
立
図
書

館
、
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
の
ほ
か
、
市

町
村
立
図
書
館
も
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
中
の
利
用
件
数
は
、
全
体

で
閲
覧
十
七
万
千
六
百
九
十
二
件
、
複
写

八
万
四
千
五
百
五
十
四
件
で
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
す
れ

ば
、
各
参
加
館
の
登
録
利
用
者
の
み
な
さ
ま

が
、
規
模
の
大
き
な
都
道
府
県
立
図
書
館
の

蔵
書
点
数
に
匹
敵
す
る
約
二
百
万
点
の
デ
ジ

タ
ル
化
資
料
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
参
加
館
に
な
る
に
は
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
利
用
登

録
の
申
請
手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

通
常
は
一
〜
二
か
月
あ
れ
ば
手
続
が
完
了
し

ま
す
。
手
続
の
確
認
内
容
は
、
希
望
す
る
利

用
が
「
閲
覧
の
み
」
か
「
閲
覧
・
複
写
」
で

あ
る
か
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は

「
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
お
問
合

せ
窓
口
」
を
設
け
て
、
全
国
各
地
の
図
書
館

か
ら
の
申
請
手
続
、
参
加
後
の
サ
ポ
ー
ト
、

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
御
質
問
を
一
括

し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
閲
覧
で
き
る
資
料
が
増
え
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
も
大
い
に
活
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
詳
し
く
は
次
の
お
問
合
せ

先
ま
で
、
お
気
軽
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。
御

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
に
京
都
府

立
京
都
学
・
歴
彩
館
（
以
下
「
歴
彩
館
」
と

い
う
。）
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
前
日
に
は
、
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
京
都
の
文
化 

― 

京
都
学
・
歴

彩
館
か
ら
の
発
信 

― 

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
細
川
護
熙
氏
（
公
益

財
団
法
人
永
青
文
庫
理
事
長
）
に
よ
る
基
調

講
演
を
は
じ
め
、
片
山
信
子
氏
（
国
立
国
会

図
書
館
関
西
館
館
長
）
と
神
居
文
彰
氏
（
平

等
院
住
職
）、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
カ
イ
ザ
ー
氏

（
元
ロ
ン
ド
ン
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
研

究
学
院
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
ら
に
よ
る

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
史

料
の
保
存
整
理
や
公
開
の
重
要
性
を
論
じ
合

う
大
変
盛
況
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
多
数
の
利
用
者
で
に
ぎ
わ
っ
た

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
初
日
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
も
多
く
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
質
問
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
旧
京
都
府
立
総
合
資
料
館
（
以

下
「
旧
資
料
館
」
と
い
う
。）
閉
館
後
の
サ
ー

ビ
ス
休
止
に
よ
り
御
不
便
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
職
員
一
同
歴
彩

館
へ
寄
せ
ら
れ
て
い
る
大
き
な
期
待
を
感
じ

ま
し
た
。
閉
館
中
は
休
止
し
て
お
り
ま
し
た

図
書
館
間
の
協
力
、K

-L
ibn
et

の
横
断
検

索
、
歴
彩
館
か
ら
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
回
答
及

び
相
互
貸
借
業
務
は
全
て
再
開
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
歴
彩
館
は
、
本
誌
九
十
六
号
で
御

案
内
の
と
お
り
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月

二
十
三
日
に
一
部
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
よ
っ

て
、
一
階
の
学
習
室
と
京
都
学
デ
ジ
タ
ル
資

料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
二
階
の
探
究
フ
ロ
ア
を

新
た
に
公
開
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
以
降
に
利
用
可
能
と
な
っ
た

各
フ
ロ
ア
を
中
心
に
御
紹
介
し
ま
す
。

　
一
階
の
学
習
室
は
八
十
四
席
あ
り
、
自
由

に
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く

一
階
に
あ
る
京
都
学
デ
ジ
タ
ル
資
料
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の

御
協
力
の
も
と
、
西
日
本
で
初
め
て
閲
覧
可

能
と
な
っ
た
陽
明
文
庫
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
を
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記
憶
」

に
登
録
さ
れ
た
国
宝
「
御
堂
関
白
記
」
を
は

じ
め
と
す
る
近

衛
家
伝
来
の
貴

重
な
資
料
群
の

デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
約
五
万
コ
マ

を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
（
要
事
前
申

請
）。

　
二
階
の
探
究

フ
ロ
ア
に
は
、

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
が

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

京
都
学
・
歴
彩
館
　
菊
池
　
信
彦

【
お
問
合
せ
先
】

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送

信
サ
ー
ビ
ス
お
問
合
せ
窓
口

（
関
西
館
文
献
提
供
課
複
写
貸
出
係
内
）

　T
E
L

：（0774

）98-1330

（
直
通
）

　E
-m
ail

：dig
i-sosh

in
@
n
dl.g
o.jp

　 h
ttp
://w

w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/jp
/

library
/serv

ice_dig
i/

学習室
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旧
資
料
館
の
蔵
書
を
引
き
継
い
だ
京
都
資
料

総
合
閲
覧
室
が
あ
り
ま
す
。
閲
覧
室
に
は
図

書
・
雑
誌
資
料
等
約
二
万
点
を
配
架
し
て
お

り
、
旧
資
料
館
時
代
を
含
め
当
館
に
関
す
る

資
料
を
集
め
た
歴
彩
館
本
コ
ー
ナ
ー
や
、
京

都
府
内
の
行
政
地
理
区
分
ご
と
に
京
都
の

歴
史
・
地
誌
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
開
架
資
料
は
閲
覧

席
（
百
二
十
七
席
）
で
自
由
に
御
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
情
報
検
索
コ
ー

ナ
ー
（
十
一
席
）
が
あ
り
、
歴
彩
館
の
所
蔵

す
る
図
書
・
雑
誌
、
古
文
書
、
行
政
文
書
等

の
各
種
資
料
の
検
索
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ

ル
画
像
の
閲
覧
も
で
き
る
「
京
の
記
憶
ア
ー

カ
イ
ブ
」、
京
都
関
係
の
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
な
ど
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
資
料
請
求
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
書
庫
に
あ
る
図
書
・
雑
誌

資
料
や
京
都
府
の
行
政
文
書
、
古
文
書
等
約

六
十
八
万
点
も
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
閲

覧
室
に
は
、
行
政
文
書
や
古
文
書
、
貴
重
書

等
を
優
先
的
に
利
用
す
る
た
め
の
閲
覧
席
を

御
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
京
都
資
料
総
合
閲
覧
室
と
同
じ
二

階
に
は
、
京
都
府
立
大
学
及
び
医
科
大
学
附

属
図
書
館
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
蔵

資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
四
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
後
は
一
日
平

均
約
七
百
人
が
来
館
さ
れ
、
旧
資
料
館
時
代

の
約
三
・
五
倍
の
利
用
者
数
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
二
階
の
閲
覧
室
で
は
徐
々
に
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
静
謐
な
閲
覧
環

境
を
御
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
階
の
学
習
室
は
、
平
日
の
午
前
中
は
比

較
的
席
に
余
裕
が
あ
る
も
の
の
、
午
後
か
ら

夕
方
に
か
け
て
中
高
生
を
中
心
に
利
用
が
多

い
状
況
で
す
。
土
日
も
時
期
に
よ
っ
て
は
午

前
中
か
ら
満
席
近
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
混

み
具
合
に
よ
っ
て
は
一
階
の
小
ホ
ー
ル
も
臨

時
の
学
習
室
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
四
月
号
の
「
図
書
館
雑
誌
」（
日

本
図
書
館
協
会
）
で
も
特
集
が
組
ま
れ
た
よ

う
に
、
図
書
館
で
の
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
）
を
活
用
し
た
情
報
発
信
や
広
報
は
、

今
や
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
比
較
的
利
用
が
活
発

な
大
学
図
書
館
と
比
べ
る
と
、
公
立
図
書
館

の
そ
れ
は
、
ま
だ
ま
だ
ご
く
普
通
に
な
っ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
実
際
、
当
館
（
京
都
府
立
図
書
館
）
の
場

合
も
、
個
人
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
活
発
に

情
報
を
発
信
し
て
い
る
職
員
は
い
る
も
の

の
、
未
だ
、
館
と
し
て
の
公
式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運

用
は
始
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
さ
ら
に
、
京
図
連
協
の
加
盟
館
で
あ
る
府

内
の
公
共
図
書
館
・
読
書
施
設
を
見
渡
し
て

も
、
各
館
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
確
認
す
る
限

り
、
少
な
く
と
も
公
式
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ア
カ
ウ

ン
ト
で
情
報
を
発
信
し
て
い
る
施
設
は
な
い

よ
う
で
す
。

　
一
方
、
全
国
の
動
向
に
つ
い
て
は
、「
図

書
館
雑
誌
」
の
特
集
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
例
え
ば
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
福
井

県
立
図
書
館
が
全
国
の
都
道
府
県
立
図
書
館

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て
み

る
と
、
都
道
府
県
立
図
書
館
四
十
七
館
の

う
ち
、
調
査
時
点
で
な
ん
ら
か
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（F
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・
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）
を

利
用
し
て
い
る
図
書
館
が
二
十
三
館
、
複
数

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
い
る
図
書
館
は
十
館
と

い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
立
図
書
館
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
が
そ
れ

ほ
ど
伸
び
な
い
の
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な

理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
大
き
な
特
徴
が
即
時
性
（
リ
ア

ル
タ
イ
ム
性
）
や
双
方
向
性
（
他
の
ユ
ー
ザ

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
あ
る
と
す

る
と
、
館
外
に
何
ら
か
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発

信
す
る
場
合
、
一
般
的
に
所
属
長
の
決
裁
を

必
要
と
す
る
公
立
図
書
館
の
場
合
、
情
報
発

信
の
機
動
性
に
欠
け
る
と
い
う
面
は
大
い
に

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
加

え
て
勤
務
体
制
の
関
係
も
あ
り
、
個
人
で
の

利
用
に
比
べ
る
と
、
い
ず
れ
の
特
徴
も
生
か

　
二
階
の
閲
覧
室
は
、
平
日
、
土
・
日
曜
と

も
に
昼
前
か
ら
夕
方
に
か
け
て
利
用
者
が
多

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
平
日
の
夕
方

か
ら
夜
九
時
の
閉
館
ま
で
は
比
較
的
ゆ
っ
た

り
と
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー

に
は
京
都
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
や
資
料

の
問
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歴
彩
館
の
所
蔵
す
る
特
徴
的
な
資
料
群
と

学
習
環
境
を
求
め
て
、
近
隣
の
中
高
校
生
や

学
生
か
ら
社
会
人
、
高
齢
者
ま
で
、
幅
広
い

世
代
の
方
か
ら
日
々
多
数
の
御
利
用
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
旧
資
料
館
時
代
以
上
に
充

開
館
日

：

平
日
　
九
時
〜
二
十
一
時

　
　
　
　
土
日
　
九
時
〜
十
七
時

　
※ 

資
料
に
よ
っ
て
出
納
及
び
複
写
受

付
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

休
館
日

： 
祝
日
法
に
規
定
す
る
休
日
及

び
毎
月
第
二
水
曜
日
。
年
末

年
始
。
蔵
書
整
理
期
間
等
。

実
し
た
資
料
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
文
字
ど
お

り
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
歴
彩
館
を
、
末

永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

図
書
館
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用

京
都
府
立
図
書
館
　
島
村
　
聡
明

京都資料総合閲覧室
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【
今
年
度
の
開
催
実
績
】

四
月
十
二
日
（
水
）

　
第
一
回
理
事
会
（
府
立
図
書
館
）

四
月
二
十
六
日
（
水
）

　
定
期
総
会
（
府
立
図
書
館
）

　
功
労
者
（
団
体
）
表
彰

六
月
一
日
（
木
）

　
第
一
回
京
都
図
書
館
大
会
実
行
委
員
会

　
（
府
立
図
書
館
）

六
月
二
日
（
金
）

　
相
互
協
力
委
員
会
（
府
立
図
書
館
）

六
月
八
日
（
木
）

　
広
報
委
員
会
（
府
立
図
書
館
）

六
月
十
四
日
（
水
）

　
研
修
研
究
委
員
会
（
府
立
図
書
館
）

八
月
七
日
（
月
）

　
第
二
十
六
回
京
都
図
書
館
大
会

　
（
同
志
社
大
学
寒
梅
館
）

　
※
台
風
５
号
の
影
響
の
た
め
中
止

【
し
お
り
コ
ン
テ
ス
ト
】

第
六
回
子
ど
も
読
書

　
本
の
し
お
り
コ
ン
テ
ス
ト

　
（
府
教
委
と
の
共
催
事
業
）

　
◎
表
彰
式

　
　
日
程
　
　
十
一
月
五
日
（
日
）

　
　
会
場
　
　
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

　
◎
巡
回
展
示
　
巡
回
順
路
を
調
整
中

【
京
図
連
協
主
催
の
研
修
】

◎
北
部
会
場

　
日
程
　
　
十
一
月
三
十
日
（
木
）

　
会
場
　
　
宮
津
市
歴
史
の
館

　
テ
ー
マ
　
乳
幼
児
サ
ー
ビ
ス

　
講
師
　
　
落
合
　
美
知
子
氏

　
　
　
　
　
（
「 

お
は
な
し
と
お
ん
が
く
の

ち
い
さ
な
お
う
ち
」
主
宰
）

◎
中
部
会
場

　
日
程
　
　
十
月
六
日
（
金
）

　
会
場
　
　
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

　
テ
ー
マ
　
「 

京
都
学
・
歴
彩
館
の
目
指
す

も
の
」（
仮
）

　
講
師
　
　
金
田
　
章
裕
館
長

◎
南
部
会
場

　
日
程
　
　
十
一
月
十
六
日
（
木
）

　
会
場
　
　
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館

　
テ
ー
マ
　
児
童
サ
ー
ビ
ス

　
講
師
　
　
川
上
　
博
幸
氏

　
　
　
　
　
（
元
枚
方
市
図
書
館
職
員
）

【
そ
の
他
の
研
修
】

第
百
三
回
全
国
図
書
館
大
会
東
京
大
会

「
ま
ち
づ
く
り
を
図
書
館
か
ら
」（
仮
）

　
日
程
　
十
月
十
二
日（
木
）
〜
十
三
日（
金
）

　
会
場
　 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年

総
合
セ
ン
タ
ー

全
国
公
共
図
書
館
研
究
集
会

（
サ
ー
ビ
ス
部
門
総
合
・
経
営
部
門
）

「 

も
っ
と
地
域
の
中
に
図
書
館
を 

― 

図
書
館

の
多
様
化
す
る
社
会
的
役
割 

― 

」

　
日
程
　
十
一
月
三
十
日
（
木
）

〜
十
二
月
一
日
（
金
）

　
会
場
　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

同
研
究
集
会
（
児
童
青
少
年
部
門
）

「 

子
ど
も
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
に
つ
い
て

図
書
館
が
で
き
る
こ
と
」

　
日
程
　
平
成
三
十
年
一
月
十
八
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
十
九
日
（
金
）

　
会
場
　
大
阪
市
立
中
央
図
書
館

図
書
館
地
区
別
研
修
（
近
畿
地
区
）

　
日
程
　
平
成
三
十
年
二
月
六
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
九
日
（
金
）

　
会
場
　
神
戸
市
教
育
会
館

＝
会
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
＝

第
九
十
七
号
を
、
京
都
府
図
書
館
等
連
絡

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
一

面
参
照
）
に
全
文
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
事
業

す
の
が
難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
図
書
館
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て

い
る
場
合
で
も
、
事
前
に
決
ま
っ
て
い
る
イ

ベ
ン
ト
等
の
告
知
が
中
心
に
な
っ
た
り
、
あ

ら
か
じ
め
ユ
ー
ザ
へ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
し

な
い
こ
と
を
運
用
ポ
リ
シ
ィ
で
決
め
て
お
く

こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
。

　
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
特
集
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館

のT
w
itter

ア
カ
ウ
ン
ト
の
よ
う
に
多
く
の

フ
ォ
ロ
ワ
を
獲
得
し
て
い
る
例
は
あ
り
ま
す

し
、
効
率
的
な
情
報
発
信
を
目
指
し
て
工
夫

さ
れ
て
い
る
公
立
図
書
館
も
あ
り
ま
す
。

　
一
ユ
ー
ザ
の
立
場
で
見
る
と
、
一
度
登
録

さ
え
し
て
お
け
ば
、
日
頃
使
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
自
分
が
使
っ
て
い
る
図
書
館
の
情
報
が

自
動
的
に
送
ら
れ
て
く
る
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
表
示
さ
れ
る
）
の
は
、
や
は
り
便
利
だ
と

思
い
ま
す
し
、
一
方
の
図
書
館
サ
イ
ド
と
し

て
も
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
「
情
報
発
信
」
を

求
め
ら
れ
る
昨
今
、
運
用
ル
ー
ル
さ
え
決
め

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
非
常
に
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
よ
い
情
報
発
信
ツ
ー
ル
だ

と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
無
理
を
し
て
ま
で
使
う
必
要

は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

我
々
の
普
段
の
生
活
で
の
浸
透
度
や
便
利

さ
、
ま
た
、
他
の
社
会
的
セ
ク
タ
の
利
用
状

況
・
利
用
実
績
を
見
る
と
、
や
は
り
図
書
館

と
し
て
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
を
今
後
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

平
成
二
十
九
年
度

　
研 

修 

予 

定

表彰式の模様


